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(54)【発明の名称】 表示装置及び表示パネルの駆動方法

(57)【要約】
【課題】  陰極線に引出し電極部を有する表示パネルに
生じる輝度むらを極力抑制することができる表示装置を
提供する。
【解決手段】  表示装置２５の電圧降下推定部２２は、
表示パネル１のＥＬ素子２を発光させる場合、陰極線４
の透明電極１０において発生する電圧降下ＶR を、画像
データを参照し各陰極線４毎の発光素子数ｘに基づいて
推定し、パルス幅算出部２３は、推定された電圧降下Ｖ
R に基づいて陽極側から陰極側に供給される駆動電流Ｉ
の供給量をパルス幅ＰＷにより設定し、制御信号発生部
２４は、設定された供給量の駆動電流ＩをドライバＩＣ
８，９に供給させる。具体的には、推定された電圧降下
ＶR が大きくなるに従って、駆動電流Ｉの供給量が時間
積分的に多くなるように設定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の陽極線と複数の陰極線との各交点
にマトリクス状に配置される複数の発光素子を備えてな
る表示パネルと、
前記複数の陽極線及び陰極線を介して電流源より駆動電
流を供給することで前記複数の発光素子を発光させる陽
極側及び陰極側駆動部と、
前記複数の発光素子を発光させることで前記表示パネル
に表示させる画像のデータに基づき、前記陰極線の引出
し電極部において発生する電圧降下を推定する電圧降下
推定部と、
この電圧降下推定部により推定された電圧降下に基づい
て、前記駆動電流の供給量を設定する電流量設定部と、
この電流量設定部により設定された供給量の駆動電流
を、前記駆動部に供給させるように制御する制御部とを
備えてなることを特徴とする表示装置。
【請求項２】  前記電流量設定部は、前記電圧降下推定
部により推定された電圧降下が大きくなるに従って、前
記駆動電流の供給量が多くなるように設定することを特
徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】  前記駆動部は、駆動電流の供給時間を変
化可能に構成され、
前記電流量設定部は、推定された電圧降下に基づいて前
記供給時間を設定することを特徴とする請求項１または
２記載の表示装置。
【請求項４】  前記駆動部は、駆動電流の電流値を変化
可能に構成され、
前記電流量設定部は、推定された電圧降下に基づいて前
記電流値を設定することを特徴とする請求項１乃至３の
何れかに記載の表示装置。
【請求項５】  前記陽極線を、前記陽極側駆動部により
前記画像データに応じて電流源が接続される信号線と
し、
前記陰極線を、前記陰極側駆動部により所定電位に設定
されることで走査が行われる走査線とすることを特徴と
する請求項１乃至４の何れかに記載の表示装置。
【請求項６】  前記電圧降下推定部は、前記電圧降下の
推定を、各走査線に関する画像データに基づいて行うこ
とを特徴とする請求項５記載の表示装置。
【請求項７】  前記電圧降下推定部は、前記電圧降下
を、各走査線において発光される発光素子数に比例させ
て推定することを特徴とする請求項６記載の表示装置。
【請求項８】  複数の陽極線と複数の陰極線との各交点
にマトリクス状に配置される複数の発光素子を備えてな
る表示パネルに、前記複数の陽極線及び陰極線を介して
駆動電流を供給することで前記複数の発光素子を発光さ
せて画像を表示させる表示パネルの駆動方法において、
前記画像のデータに基づき、前記陰極線の引出し電極部
において発生する電圧降下を推定し、
推定した電圧降下に基づいて、前記駆動電流の供給量を*
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*設定することを特徴とする表示パネルの駆動方法。
【請求項９】  推定した電圧降下が大きくなるに従っ
て、前記駆動電流の供給量が多くなるように設定するこ
とを特徴とする請求項８記載の表示パネルの駆動方法。
【請求項１０】  前記駆動電流の供給量に応じて、駆動
電流の供給時間を変化させることを特徴とする請求項８
または９記載の表示パネルの駆動方法。
【請求項１１】  前記駆動電流の供給量に応じて、駆動
電流値を変化させることを特徴とする請求項８乃至１０
の何れかに記載の表示パネルの駆動方法。
【請求項１２】  前記陽極線は、前記画像データに応じ
て電流源が接続される信号線であり、
前記陰極線は、所定電位に設定されることで走査が行わ
れる走査線であることを特徴とする請求項８乃至１１の
何れかに記載の表示パネルの駆動方法。
【請求項１３】  前記電圧降下の推定を、各走査線に関
する画像データに基づいて行うことを特徴とする請求項
１２記載の表示パネルの駆動方法。
【請求項１４】  前記電圧降下を、各走査線において発
光される発光素子数に比例させて推定することを特徴と
する請求項１３記載の表示パネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、マトリクス状に配
置される複数の発光素子を備えた表示パネルに画像を表
示させる表示装置、並びに表示パネルの駆動方法に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】図８は、例えば特開平９－２３２０７４
号公報に開示されている従来の有機ＥＬ(Electro Lumin
ecence) 素子を用いた表示パネルの駆動方式を示す。表
示パネル１において、複数のＥＬ素子２は、複数の陽極
線３（１）～３（ｍ，例えば２５６）と複数の陰極線４
（１）～４（ｎ，例えば６４）との交点にマトリクス状
に配置されている。
【０００３】そして、陽極線３または陰極線４の何れか
一方（例えば陰極線４）を、一定周期で走査スイッチ５
（１）～５（ｎ）を切替えて順次グランドに接続するよ
うに走査すると共に、その走査周期に同期して、他方
（例えば陽極線３）駆動スイッチ６（１）～６（ｍ）を
切替えて電流源７（１）～７（ｎ）に順次接続すること
で任意の交点位置のＥＬ素子２を発光させるようにして
いる。尚、走査スイッチ５（１）～５（ｎ）は走査ドラ
イバＩＣ９として構成されており、駆動スイッチ６
（１）～６（ｍ）及び電流源７（１）～７（ｍ）は、信
号ドライバＩＣ８として構成されている。
【０００４】例えば、ＥＬ素子２（１，１）と、ＥＬ素
子２（１，２）とを発光させる場合には、図８に示すよ
うに、走査スイッチ５（１）をグランド側に切り換えて
陰極線４（１）をグランド電位に設定すると共に、駆動
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スイッチ６（１），６（２）を電流源７（１），７
（２）側に切り換えると共に、駆動スイッチ６（３）～
６（２５６）をグランド側に切り換える。すると、ＥＬ
素子２（１，１）及び２（１，２）のみに駆動電流が供
給されて発光するようになる。
【０００５】斯様な走査スイッチ５及び駆動スイッチ６
の切替えを高速で繰り返して任意の位置のＥＬ素子２を
発光させ、人間の目には複数のＥＬ素子２が同時に発光
しているように視認させることで表示パネル１に画像デ
ータを表示させるようにしている。また、非選択の陰極
線４（２）～４（６４）には、電源電圧と同電位の逆バ
イアス電圧Ｖccを印加することで、その他のＥＬ素子２
が誤発光することを防止している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところで、斯様な構成
の表示パネル１では、構造上陰極線４の取り出し部分
（走査スイッチ５の手前部分）、即ち引き出し電極部分
に透明電極１０（１）～１０（６４）を用いている。透
明電極１０は比較的大きな抵抗成分を有しており、図８
では抵抗のシンボルで示している。従って、１つの陰極
線４上において同時に発光するＥＬ素子２の数が異なる
場合には、透明電極１０の抵抗成分Ｒにおいて生じる電
圧降下量が異なる。
【０００７】例えば、電流源７の駆動電流値Ｉであると
すると、ＥＬ素子２が１個だけ発光する場合の電圧降下
ＶR はＲＩであるが、一列全てのＥＬ素子２が２５６個
発光する場合の電圧降下ＶR は２５６ＲＩとなる。具体
数値例を挙げると、
電流値Ｉ＝５００μＡ，抵抗Ｒ＝５０Ω
であるとすれば、電圧降下ＶR は０Ｖ～６．４Ｖの範囲
で変動することになる。
【０００８】また、図９は、電流源７の詳細な電気的構
成を示すものである。即ち、電流源７は、２つのトラン
ジスタ１１，１２を中心とするカレントミラー回路で構
成されるが、トランジスタ１１，１２の特性上、負荷抵
抗１３の抵抗値等によって電流値Ｉが多少変動すること
がある。
【０００９】本発明の発明者らは、図９の構成の電流源
７について負荷抵抗１３による電圧降下ＶR の大きさと
電流値Ｉの関係を実測した結果、図１０に示すように、
電圧降下ＶR が大となるにつれて電流値Ｉが低下する傾
向にあることを見出した。
【００１０】ＥＬ素子２は電流値に比例した輝度で発光
するため、電流源７の出力電流値Ｉが変動するとＥＬ素
子２の発光輝度が変動することになる。その結果、例え
ば図１１に示すように、表示パネル１に表示面積が異な
る３つの帯状パターンＡ，Ｂ，Ｃを表示させると、表示
面積が大きいパターンＡでは電圧降下ＶR が大きくなる
ことから駆動電流値Ｉが減少し、ＥＬ素子２の発光輝度
が比較的小さくなる。一方、表示面積が小さいパターン
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Ｃでは電圧降下ＶR が小さいことから駆動電流値Ｉは減
少せず、ＥＬ素子２の発光輝度は大きくなる。尚、図１
１のパターンＢ，Ｃでは、輝度の低下をハッチングの粗
密によって表している。斯様にして表示パネル１に所謂
輝度むらが発生するという問題があった。
【００１１】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、その目的は、陰極線に引出し電極部を有する表示
パネルに生じる輝度むらを極力抑制することができる表
示装置、及び表示パネルの駆動方法を提供することにあ
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の表示装置
によれば、電圧降下推定部は、表示パネルの発光素子を
発光させる場合に、陰極線の引出し電極部において発生
する電圧降下を推定する。そして、電流量設定部は、電
圧降下推定部により推定された電圧降下に基づいて陽極
側から陰極側に供給される駆動電流の供給量を設定し、
制御部は、設定された供給量の駆動電流を陽極側及び陰
極側駆動部に供給させる。
【００１３】即ち、推定した電圧降下の大きさに基づい
て、陽極及び陰極を介して表示パネルの発光素子に供給
される駆動電流値を補正することで、表示パネルに発生
する輝度むらを補正することが可能となる。従って、表
示パネルによる画像表示をより高品位に行うことができ
る。
【００１４】請求項２記載の表示装置によれば、電流量
設定部は、電圧降下推定部により推定された電圧降下が
大きくなるに従って、駆動電流の供給量が多くなるよう
に設定する。即ち、一般に、電流源より供給される電流
は負荷において発生する電圧降下が大きくなると減少す
る傾向を示すので、その減少を補うようにして駆動電流
の供給量を増加させることで、輝度の低下を補正し表示
パネルの輝度むらを確実に抑制することができる。
【００１５】請求項３記載の表示装置によれば、駆動部
を、駆動電流の供給時間を変化可能に構成し、電流量設
定部は、推定された電圧降下に基づいて前記供給時間を
設定する。即ち、駆動電流の供給量は、電流値と電流供
給時間との積として表されるので、制御部が設定に応じ
て駆動電流の供給時間を変化させることで供給量を制御
することができる。
【００１６】請求項４記載の表示装置によれば、駆動部
を、駆動電流の電流値を変化可能に構成し、電流量設定
部は、推定された電圧降下に基づいて前記電流値を設定
する。従って、制御部が設定に応じて駆動電流値を変化
させることで、請求項３と同様の効果が得られる。
【００１７】請求項５記載の表示装置によれば、陽極線
を、陽極側駆動部により画像データに応じて電流源が接
続される信号線とし、陰極線を、陰極側駆動部により所
定電位に設定されることで走査が行われる走査線とす
る。一般に、走査線側における走査制御は、走査周期毎
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5
に各走査線を順次設定電位に切り換えることで行うよう
になっている。従って、陰極側で走査制御を行うように
すれば、その走査制御の周期に同期して、各陰極線にお
ける電圧降下の推定を容易に行うことが可能となる。
【００１８】請求項６記載の表示装置によれば、電圧降
下推定部は、電圧降下の推定を、各走査線に関する画像
データに基づいて行う。即ち、前記画像データによれ
ば、各走査線上に位置する複数の発光素子の発光状態を
把握することができるので、その発光状態に基づいて電
圧降下の推定を良好に行うことができる。
【００１９】請求項７記載の表示装置によれば、電圧降
下推定部は、電圧降下を、各走査線における発光素子数
に比例させて推定する。即ち、各走査線に供給される駆
動電流の総量は、走査線上の発光素子に対する電流源の
接続数、即ち発光素子数に比例して増加するので、電圧
降下の推定を容易に行うことができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】（第１実施例）以下、本発明の第
１実施例について図１乃至図３を参照して説明する。
尚、図８及び図９と同一部分には同一符号を付して説明
を省略し、以下異なる部分についてのみ説明する。電気
的構成を示す図１において、本実施例の構成は、表示パ
ネル１を駆動する走査ドライバＩＣ９及び信号ドライバ
ＩＣ８に対して制御信号を出力する制御ＩＣ２１を加え
たものである。
【００２１】制御ＩＣ２１は、マイクロコンピュータな
どで構成されるもので、その機能をブロック化して表し
た電圧降下推定部２２，パルス幅算出部（電流量設定
部）２３及び制御信号発生部（制御部）２４を備えてい
る。電圧降下推定部２２は、外部より与えられる画像デ
ータ信号に基づいて、表示パネル１の陰極線３に用いら
れている透明電極（引出し電極部）１０の抵抗成分Ｒに
おいて生じる電圧降下ＶR を推定する。
【００２２】パルス幅算出部２３は、電圧降下推定部２
２によって推定された電圧降下ＶRに基づいて制御信号
のパルス幅を算出し、パルス幅信号ＰＷとして制御信号
発生部２４に出力するようになっている。そして、制御
信号発生部２４は、画像データ信号とパルス幅信号ＰＷ*
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*とを合成した制御信号ＤA1～ＤA256，ＤB1～ＤB64 を信
号ドライバＩＣ（陽極側駆動部）８及び走査ドライバＩ
Ｃ（陰極側駆動部）９に対して夫々出力する。尚、表示
パネル１，ドライバＩＣ８及び９，並びに制御ＩＣ２１
が表示装置２５を構成している。
【００２３】次に、本実施例の作用について図２及び図
３をも参照して説明する。図２は、制御ＩＣ２１がドラ
イバＩＣ８及び９に対して出力する制御信号ＤA1～ＤA2
56，ＤB1～ＤB64 の一例を示すタイミングチャートであ
る。制御信号ＤB1～ＤB64 は、各信号が１フレーム内に
おいて順次ロウレベルとなるように走査ドライバＩＣ９
に出力され、陰極線４（１）～４（６４）を順次１本ず
つグランドレベルに設定する。
【００２４】一方、制御信号ＤA1～ＤA256は、画像デー
タ信号に応じて、各陰極線（走査線）４上にある２５６
個のＥＬ素子（発光素子）２のうち発光させる素子２に
対応するものをハイレベルとして駆動ドライバＩＣ８に
出力することで、対応する陽極線（信号線）３（１）～
３（２５６）に電流源７の駆動電流を供給させる。
【００２５】例えば、“第１ライン（陰極線４（１））
選択”の期間では、制御信号ＤB1のみがロウレベルとな
り、陰極線４（１）上にある２５６個のＥＬ素子２を全
て発光させる画像データであるため、制御信号ＤA1～Ｄ
A256は全てハイレベルとなっている。次の“第２ライン
選択”の期間では、制御信号ＤB2のみがロウレベルとな
り、陰極線４（２）上にある１２８個のＥＬ素子２
（１，１）～２（１，１２８）を発光させる画像データ
であるため、制御信号ＤA1～ＤA128だけがハイレベルと
なってる。その次の“第３ライン選択”の期間では、制
御信号ＤB3のみがロウレベルとなり、陰極線４（３）上
にある１個のＥＬ素子２（１，１）を発光させる画像デ
ータであるため、制御信号ＤA1だけがハイレベルとなっ
てる。
【００２６】この時、電圧降下推定部２２は、各ライン
選択期間の冒頭において、画像データＡ1 ～Ａ256 より
各ライン毎に発行させるＥＬ素子２の数ｘを求めて電圧
降下ＶR を推定し、パルス幅算出部２３に出力する。電
圧降下ＶR の推定は、（１）式によって行う。

      ＶR ＝Ｒ×Ｉ×ｘ                                  …（１）
尚、透明電極１０の抵抗成分Ｒは表示パネル１の設計段
階で得ることができる。そして、パルス幅算出部２３
は、電圧降下ＶR に応じて駆動電流の供給時間を制御す
るため、推定された電圧降下ＶR に基づいて例えば図３
に示すテーブルを参照することで制御信号のパルス幅を
算出する。そして、パルス幅信号ＰＷを制御信号発生部
２４に出力する。
【００２７】すると、制御信号発生部２４は、制御信号
ＤB1～ＤB64 を走査ドライバＩＣ９に出力すると共に、
画像データ信号とパルス幅信号ＰＷとを合成した制御信
号ＤA1～ＤA256を信号ドライバＩＣ８に出力する。

【００２８】ここで、図２に示すように、アクティブと
なる制御信号ＤA1～ＤA256のパルス幅は、パルス幅信号
ＰＷによって規定される。２５６個のＥＬ素子２が全て
発光する“第１ライン選択”の期間では電圧降下ＶR が
最大となることから、制御信号ＤA1～ＤA256のパルス幅
を最大とすることで陰極線４（１）に供給する電流量を
積分的に増加させる。また、１個のＥＬ素子２が発光す
る“第３ライン選択”の期間では電圧降下ＶR は最小と
なるので、制御信号ＤA1のパルス幅を最小とし、陰極線
４（３）に供給する電流量を減少させ、１２８個のＥＬ
素子２が発光する“第２ライン選択”の期間では、制御
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7
信号ＤA1～ＤA128のパルス幅を両者の間に設定する。
【００２９】即ち、ＥＬ素子２の発光輝度は電流の供給
量（駆動電流Ｉの電流値とその通電時間との積）に比例
するので、制御信号ＤA1～ＤA256のパルス幅を変化させ
ることで通電時間を変化させ、駆動電流Ｉの供給量を時
間積分的に変化させるようにしている。従って、陰極線
４（１）～４（６４）毎にＥＬ素子２の発光数が異なる
場合でも夫々の発光輝度がほぼ等しくなるように調整さ
れる。
【００３０】以上のように本実施例によれば、表示装置
２５の電圧降下推定部２２は、表示パネル１のＥＬ素子
２を発光させる場合、陰極線４の透明電極１０において
発生する電圧降下ＶR を画像データを参照し各陰極線４
毎の発光素子数ｘに基づいて推定する。そして、パルス
幅算出部２３は、推定された電圧降下ＶR に基づいて陽
極３側から陰極４側に供給される駆動電流Ｉの供給量を
パルス幅ＰＷにより設定し、制御信号発生部２４は、設
定された供給量の駆動電流ＩをドライバＩＣ８，９に供
給させる。具体的には、推定された電圧降下ＶR が大き
くなるに従って、駆動電流Ｉの供給量が時間積分的に多
くなるように設定した。
【００３１】即ち、推定した電圧降下ＶR の大きさに基
づいてＥＬ素子２に供給される駆動電流Ｉを補正するの
で、電流源７より供給される駆動電流Ｉが電圧降下ＶR 
により減少することを補うように電流供給量を設定する
ことで、輝度の低下を補正し表示パネル１の輝度むらを
確実に抑制することができ、表示パネル１による画像表
示をより高品位に行うことができる。そして、電圧降下
ＶR を、画像データより得られるＥＬ素子２の発光数ｘ
に基づいて容易に推定することができる。
【００３２】また、本実施例によれば、陽極線３を、信
号ドライバＩＣ８により画像データに応じて電流源７が
接続される信号線とし、陰極線４を、走査ドライバＩＣ
９により順次グランド電位に設定されることで走査が行
われる走査線とするので、走査制御の周期に同期して、
各陰極線４における電圧降下ＶR の推定を容易に行うこ
とができる。
【００３３】（第２実施例）図４及び図５は本発明の第
２実施例を示すものであり、第１実施例と同一部分には
同一符号を付して説明を省略し、以下異なる部分につい
てのみ説明する。図４に示す第２実施例の構成では、第
１実施例における制御ＩＣ２１を構成するパルス幅算出
部２３が削除されており、制御信号発生部２４は、制御
信号発生部（電流量設定部，制御部）２６に置き換えら
れて制御ＩＣ２７が構成されている。  また、信号ドラ
イバＩＣ８は、信号ドライバＩＣ（陽極側駆動部）２８
に置き換えられており、制御信号発生部２６は、信号ド
ライバＩＣ２８に対して電流制御信号ＳICを出力するよ
うになっている。信号ドライバＩＣ２８は、例えば、複
数の単位電流源を並列に接続可能とすることで駆動電流
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Ｉの電流値が可変に構成されている電流源２９を備えて
おり、その電流値は、電流制御信号ＳICに応じて可変設
定されるように構成されている。その他の構成は第１実
施例と同様であり、以上が表示装置３０を構成してい
る。
【００３４】次に、第２実施例の作用について図５をも
参照して説明する。図５は、制御信号発生部２６が参照
するテーブルであり、電圧降下推定部２２によって推定
された電圧降下ＶR と駆動電流Ｉの設定電流値との関係
を示すものである。即ち、第１実施例のパルス幅ＰＷに
代えて、制御信号発生部２６が電圧降下ＶR に応じて駆
動電流Ｉの設定電流値を求め、電流制御信号ＳICとして
信号ドライバＩＣ２８に出力する。すると、信号ドライ
バＩＣ２８は、電流制御信号ＳICに応じて電流源２９よ
り供給される駆動電流Ｉの電流値を可変設定する。ま
た、制御信号ＤA1～ＤA256のパルス幅は、第１実施例と
は異なり一定で出力される。
【００３５】以上のように第２実施例によれば、信号ド
ライバＩＣ２８を、駆動電流Ｉの電流値が可変となるよ
うに構成し、制御信号発生部２６が出力する電流制御信
号ＳICによりその電流値を設定するので、駆動電流Ｉの
供給量を変化させることができ、第１実施例と同様の効
果を得ることができる。
【００３６】（第３実施例）図６及び図７は本発明の第
３実施例を示すものであり、第１実施例と同一部分には
同一符号を付して説明を省略し、以下異なる部分につい
てのみ説明する。図６に示す第３実施例の構成では、第
１実施例における制御ＩＣ２１を構成する電圧降下推定
部２２及びパルス幅算出部２３が削除されており、制御
信号発生部２４は、制御信号発生部（電圧降下推定部，
電流量設定部，制御部）３１に置き換えられて制御ＩＣ
３２が構成されている。その他の構成は第１実施例と同
様であり、以上が表示装置３３を構成している。
【００３７】次に、第３実施例の作用について図７をも
参照して説明する。図８は、制御信号発生部３１が参照
するテーブルであり、ＥＬ素子２の発光素子数ｘとパル
ス幅ＰＷとの関係をダイレクトにマッピングしたもので
ある。即ち、第１実施例では、電圧降下ＶR を（１）式
により演算したが、駆動電流値Ｉと抵抗Ｒは固定値であ
るから、（１）式による演算を予め行っておくことで発
光素子数ｘと電圧降下ＶR →パルス幅ＰＷとを直接対応
させることができる。
【００３８】そして、制御信号発生部３１は、第１実施
例における電圧降下推定部２２及びパルス幅算出部２３
としての機能を有しており、第１実施例の電圧降下推定
部２２と同様に、各ライン選択期間の冒頭において、画
像データＡ1 ～Ａ256 より各ライン毎に発行させるＥＬ
素子２の数ｘを求めると（この場合、ｘを電圧降下に対
応する数値と見る）、図８に示すテーブルからパルス幅
ＰＷを得る。そして、制御信号発生部３１は、第１実施
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例と同様に、パルス幅ＰＷに応じてた制御信号ＤA1～Ｄ
A256を信号ドライバＩＣ８に出力する。
【００３９】以上のように第３実施例によれば、制御信
号発生部３１は、ＥＬ素子２の発光素子数ｘを求める
と、その発光素子数ｘに比例させてパルス幅ＰＷを直接
求めるようにしたので、制御信号ＤA1～ＤA256のパルス
幅制御をより容易に行うことができる。
【００４０】本発明は上記し且つ図面に記載した実施例
にのみ限定されるものではなく、次のような変形または
拡張が可能である。電圧降下ＶR の推定を、テーブルを
参照することに代えて（１）式のようにｘに比例定数を
乗じる演算によって求めても良い。陽極，陰極と、信号
線，走査線との関係は、逆であっても良い。表示パネル
を構成する発光素子は、ＥＬ素子に限ることなく、陰極
線の引出し電極部において電圧降下が発生することが推
定される構成となるものであれば何でも良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例であり、表示装置の電気的
構成を示す機能ブロック図
【図２】制御ＩＣがドライバに対して出力する制御信号
の一例を示すタイミングチャート
【図３】陰極の透明電極部における電圧降下ＶR とパル
ス幅ＰＷとの関係を示す図
【図４】本発明の第２実施例を示す図１相当図 *
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*【図５】電圧降下ＶR と設定電流値ＳICとの関係を示す
図
【図６】本発明の第３実施例を示す図１相当図
【図７】発光素子数ｘとパルス幅ＰＷとの関係を示す図
【図８】従来の表示パネルの電気的構成を示す図
【図９】ドライバＩＣを構成する電流源の電気的構成を
示す図
【図１０】陰極の透明電極部における電圧降下ＶR と陰
極に流れる駆動電流との関係を示す図
【図１１】表示パネルに表示面積が異なる３つの帯状パ
ターンＡ，Ｂ，Ｃを表示させた場合に発生する輝度差を
説明する図
【符号の説明】
１は表示パネル、３は陽極線（信号線）、４は陰極線
（走査線）、７は電流源、８は信号ドライバＩＣ（陽極
側駆動部）、９は走査ドライバＩＣ（陰極側駆動部）、
１０は透明電極（引出し電極部）、２２は電圧降下推定
部、２３はパルス幅算出部（電流量設定部）、２４は制
御信号発生部（制御部）、２５は表示装置、２６は制御
信号発生部（電流量設定部，制御部）、２８は信号ドラ
イバＩＣ（陽極側駆動部）、２９は電流源、３０は表示
装置、３１は制御信号発生部（電圧降下推定部，電流量
設定部，制御部）、３３は表示装置を示す。

【図１】 【図３】

【図５】
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